








　幼児期の肥満についてはこれまでに必ずしも明確な判定基準はなく,肥満の

原因や生活指導についても当然のことながら確立していない。

　肥満は栄養摂取との関連が強いことは幼児期においても他の時期の肥満と同

様である。それ故,皮下脂肪厚,血清総コレステロール値,血清トリグリセライ

ド値は肥満(傾向)幼児の判定に有効であるかを検討するために今回の調査を開

始した。一般に暑い地方においては皮下脂肪厚は小さいという報告が多く,沖

縄県の乳幼児の身体発育状態は他都道府県の乳幼児(例えば,厚生省乳幼児身体

発育調査結果)と比して小さいともいわれている。


